












Walter Gropius’s Aspect of the Relationship to the “International Style” 
福永 堅吾 1)
Kengo Fukunaga 
Abstract: It is a well-known fact that Walter Gropius, a German architect of the 20th century, is a founder of Bauhaus. 
But he is also recognized as an important architect, who contributed to defining what the “International Style” 
architecture is. This essay aims to introduce the “International Exhibition”, in which Gropius was introduced as one 
of the leading architects at that time, and make it clear in what way Gropius was an “International Style” architect. 
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フランク・ロイド・ライト(Frank Lloyd Wright, 1867-1959)，W.グロピウス，ル・コルビュジエ(Le Corbusier, 1887-
1965)，ヤコーブス・ヨハネス・ピーター・アウト(Jacobus Johannes Pieter Oud, 1890-1963)，ミース・ファン・デ
ル・ローエ(Mies van der Rohe,1886-1969) 他
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建築展の企画に携わったフィリップ・ジョンソン (Philip Johnson, 1906-2005)とヘンリー＝ラッセル・ヒッチコック 
(Henry-Russell Hitchcock, 1903-87) は，建築展と同年に共著で The International Style: Architecture Since 1922 
(1932) を出版する．同書の中で，「インターナショナル・スタイル」の創設者として，コルビュジエ，ファン・デル・ロ
ーエ，アウト，グロピウスの 4名を挙げている[5]．ジョンソンとヒッチコックによる前述の著書によれば，1922年以降
に国を越えて共通する国際的な建築様式には，(1) 建築をヴォリュームとしてとらえること，(2) 規則性があること，(3) 
装飾を排除すること，という 3点の特徴があることされており，これが「インターナショナル・スタイル」の定義とされ
る[6]． 
上述の 3つの特徴は，建築を取り巻く環境が 19世紀末から 20世紀初頭にかけて変化したことに起因すると考えられ
る．つまり，機械による大量生産が可能になり，鉄やコンクリートが開発され，新しいテクノロジーによって建築するこ
とができるようになった．新しいテクノロジーによる建築は，合理的で「線」や「面」を組み合わせた構成によるシンプ
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図 1 ルプファー, ギルベルト・ジーゲル, パウル：『グロピウス』, タッシェン・ジャパン, p. 16, 2010 
図 2 筆者撮影(2014年) 
図 3 ルプファー・ジーゲル, op. cit., p. 44 
 
 
※本稿は「日英言語文化学会第 63回定例研究会」(2017年 12月 9日，於：明治大学駿河キャンパス) における発表内容
に加筆修正して執筆したものである． 
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